


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 45 号（2019 年 3 月 15 日）
なく，自身のアイデンティティを保ち，物事を
判断できるようになってほしいと思っている。
（中略）父親のアドバイスは参考にするだけで
よい。意思決定は自分ですべきだ。」
（日本経済新聞，「私の履歴書」欄，2017年1
月29日，朝刊）
　これらの産業界の声を聞くと，果たして日本
の教育界が，保護者も含めて，「自立」に焦点
を明確に当てた教育をしてきたかと，鋭く問わ
れていると思う。「社会人」としての人間像を
考えてみれば，「事実としての教育」は有史以
前から，また高等動物を含めて，子供を「自立」
させることだったではないか？！「思想として
の教育」である「能力を引き出すこと」にあま
りに目を奪われてきたのではないか？
（完）
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